









   
氏 名 山﨑 純子 
学 位 の 種 類 博 士（ 工学 ） 
学 位 記 番 号 博 甲 第 ９４２２ 号 
学 位 授 与 年 月 日 令和２年３月２５日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科 システム情報工学研究科 
学位論文題目 代替推進剤を用いたホールスラスタの評価方法と高性能化 
主  査 筑波大学 准教授 博士（工学） 横田 茂 
副  査 筑波大学 教授 博士（工学） 西岡 牧人 
副  査 筑波大学 准教授 博士（工学） 藤野 貴康 
副  査 筑波大学 助教 博士（科学） 嶋村 耕平 
副  査 宇宙航空研究開発機構 研究員 博士（工学） 張 科寅 






































審 査 の 要 旨 
【批評】 
 著者は、代替推進剤を用いた際のホールスラスタの性能向上策を２つ提案し、どちらも実験的に検
証しており、また、その際の推進剤の電離位置や領域などについても物理的な分析を行い、そこで新
たに得られた知見を今後の代替推進剤を用いた際のホールスラスタの性能向上のための一般的な指
針としてまとめている。また、宇宙における輸送コストを推進機の性能の関数として定式化し、上述
の性能向上策を適用することで、キセノンに代わる代替推進剤としてアルゴンが有望であると指摘し
ており、これまで推進機の性能のみで評価されていた宇宙推進機分野において、あらたな評価軸を構
築している。これら本文で得られた知見は、今後の宇宙大量物資輸送ミッションの実現可能性を高め
るもので当該分野において有用であり、また、高い新規性を有するものと判断されたため、本論文は
博士論文の水準に達していると判定した。 
【最終試験の結果】 
令和２年１月２８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
